
令和３年５月２５日 

１ 受付件数            （単位：件）

市全体 区役所 児童相談所

平成 28 年度
2,875 

(113.5%)

741 
(120.7%)

2,134 
(111.1%)

平成 29 年度
3,263 

(113.5%)

895 
(120.8%)

2,368 
(111.0%)

平成 30 年度
4,134 

(126.7%)

1,071 
(119.7%)

3,063 
(129.3%)

令 和 元 年 度
4,506 

(109.0%)

1,138 
(106.3%)

3,368 
(110.0%)

令 和 ２ 年 度
5,557 

(123.3%)

1,824 
(160.3%)

3,733 
(110.8%)

※（）内は対前年度比を示しています。 

２ 区別受付件数 （区役所・児童相談所合計）                 （単位：件）

川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 その他※ 合計

平成28年度 781 382 429 383 323 288 282 7 2,875

平成29年度 758 324 431 518 578 317 318 19 3,263

平成30年度 835 491 560 600 627 541 439 41 4,134

令和元年度 1,031 525 524 670 700 513 515 28 4,506

令和２年度 1,179 619 706 703 940 637 705 68 5,557

(構成比)％ (21.2%) (11.1%) (12.7%) (12.7%) (16.9%) (11.5%) (12.7%)  (1.2%) (100.0%)

※その他は初期調査により、管轄区外に居住していることが確認された件数です。  

○市全体での相談・通告件数は５，５５７件、対前年度比２３．３％の増加となっています。 

○区別では、川崎区の構成比が最も多く２１．１％となっています。 

○虐待種別では、心理的虐待が最も多く５１．８％、次いでネグレクト、身体的虐待となっています。

○年齢別では、就学前までの乳幼児が全体の半数以上を占めています。 

○経路別では、警察からの件数が最も多くなっています。 

報 道 発 表 資 料

令和２年度  川 崎市における児童虐待相談・通告件数について 

《児童虐待相談・通告件数について》 

〇受け付けた時点で分類したもので、その後の調査等により虐待の事実が認められなかった場合や対

象となる児童を確認できなかったものを含めた件数です。 

〇市民や学校・警察等の関係機関からの連絡により相談・通告を受理したものに加えて、区役所内部

での調査の結果、相談・通告として受理し、安全確認を行ったものも含めた件数です。 

〇令和２年度は、新型コロナウイルスの感染拡大による外出自粛などもあり、困難を抱えた家庭の状

況把握をより確実に行うため、「所在不明児童の調査」（※）について従前より対象を幅広く抽出し、

区役所において安全確認を行いました。 
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※乳幼児健診等の未受診や、未就園、不就学等で、福祉サービス等を利用していないなど関係機関が状況を確認
できていない児童の所在及び安全の確認を目的に厚生労働省の通知に基づき行う調査 

【令和２年度の傾向】

【児童虐待相談・通告の状況】

令和２年度の市内３か所の児童相談所及び７区役所において受けた児童虐待相談・通告件数

の集計結果についてお知らせします。



３ 虐待種別件数                （単位：件）

市全体 区役所 児童相談所 

元年度 ２年度 元年度 ２年度 元年度 ２年度

身体的虐待 877 1,055 185 277 692 778
ネグレクト 1,103 1,584 588 1,013 515 571
性 的 虐 待 23 40 3 10 20 30
心理的虐待 2,503 2,878 362 524 2,141 2,354
合 計 4,506 5,557 1,138 1,824 3,368 3,733

４ 年齢別件数                 （単位：件）

市全体 区役所 児童相談所 

元年度 ２年度 元年度 ２年度 元年度 ２年度

0～3 歳未満 1,300 1,864 480 850 820 1,014
3 歳～就学前 1,131 1,233 355 479 776 754
小 学 生 1,255 1,603 211 390 1,044 1,213
中 学 生 521 549 64 83 457 466
高校生・その他 299 308 28 22 271 286
合 計 4,506 5,557 1,138 1,824 3,368 3,733

５ 主たる虐待者別件数             （単位：件）

市全体 区役所 児童相談所 

元年度 ２年度 元年度 ２年度 元年度 ２年度

実 父 1,649 2,071 273 524 1,376 1,547
実父以外の父 136 114 21 21 115 93
実 母 2,574 3,202 833 1,232 1,741 1,970
実母以外の母 9 25 2 4 7 21
そ の 他 138 145 9 43 129 102
合 計 4,506 5,557 1,138 1,824 3,368 3,733

６ 経路別件数（市全体）                           （単位：件）
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市全体 45 229 285 520 153 325 526 18 204 163 397 1,390 251 4,506

区役所 2 70 71 18 21 180 406 14 100 85 74 0 97 1,138
児童相談所 43 159 214 502 132 145 120 4 104 78 323 1,390 154 3,368

２

年

度

市全体 71 391 363 648 227 766 637 22 189 248 464 1,398 133 5,557

区役所 4 125 96 38 54 636 510 13 102 99 81 5 61 1,824
児童相談所 67 266 267 610 173 130 127 9 87 149 383 1,393 72 3,733

（参考）児童相談所における児童虐待相談・通告件数（月別） 

新型コロナウイルスの緊急事態宣言付近の令和２年２月～４月及び令和３年１月において相談・通告件数が減少しました。 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合 計

30年度 202 287 329 250 212 300 290 214 203 219 303 254 3,063

元年度 250 287 343 366 237 345 320 216 286 269 204 245 3,368

２年度 214 301 444 369 262 393 346 319 293 257 259 276 3,733
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川崎市こども未来局児童家庭支援・虐待対策室 担当 大原   電話：044-200-0084 
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